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② 桜井清彦( 向上 ) 













7月16日""18日 烏魯木斉 (Urumchi) 8月 7日'"'-'1日 和田 (Khotan)
7月18日""2 2日 吐魯番(Turfan) 8月11日""12日 民豊 (Niya)
7月22日""2 6日 烏魯木斉 (Urumchi) 8月12日""13日 且末 (Cherchen)
7月26日""2 9日 庫爾勅 (Kor1a) 8月13日""14日 若尭(Charkhlik) 
7月29日""8月1日 庫車 (Kucha) 8月14日""15日 庫爾勅 (Korla)
8月 1日""3日 阿克蘇(Aksu) 8月15日""2 2日 烏魯木斉 (Urumchi)








































































( A) 烏魯木斉 (Urumchi)
① 烏投泊古城(烏魯木斉市の市街南約10km、烏投泊水庫の西南約2凶)
② 烏投泊古墓葬(向上、烏投泊水庫の南斜面)



































12km )※ (5) 
明屋(錫克泌)遺牡(罵書回族自治県県城西南約30km) 
和静県察吾乎溝口古墓群(和静県西約40km) 
鉄門関(庫爾勅市の市街の北方約 27km)※ (7) 
阿克増遣社(輪台県野雲溝村東約 16km)※ (8) 
脱克塔木遣社※ (9) 
> 


















※ (11 ) 
④ 克孜爾京恰土塔牡(庫車県県城西約 10km) 
⑤ 夏克土爾・玉其土爾遺牡(庫車~新和県聞の滑干<ムザルト>河畔)※(12) 
⑥ 亀蕊故城(皮朗故城)
( E ) 阿克蘇 (Aksu)
① 亜衣徳梯木※(13) 
② 都域 梯木※(14) 
③ 温宿故城




( G ) 和田市 (Khotan)
① 約特干遺祉(和田市西方約 10km) 
② 買力克阿瓦提遣社(和田市南約25km、玉瀧暗什河西岸)
( H ) 民豊県 (Niya) ・干田県 (keriya)
( 1 ) 且末県 (Cherchen)
( J ) 若売県 (Charkh1ik)
【注】













( 4 ) ただし、参観したのはオルデンブルクの言う xp a M (寺院) No. 1 0 (現第 2号
窟)のみ。 0Jl b且 eH6ypr，C ゃ ，PYCCKafl TYPKeCTaHCKafl 3Kcne且 H叫日目
1 9 0 9 -1 9 1 0 r口且 a. ， C a H K T n e T e P 6 Y P r. 1 9 1 4. pp.37 札 XXXVH-XL1. 中国壁童全
集編輯委員会編『中国壁童全集 新彊 6吐魯番』遼寧美術出版社・新彊人民出版社、
1990年、 p.160の勝金口石窟参照。なお、勝金口付近には現在も多くの寺院社が残され







( 5 ) 本遺跡の平面図は、韓朔氏により公表されている。 r罵奮国都、罵書都督府治所
与罵奮鎮城一博格達泌古城調査J (Ii'文物J]1982-4、pp.8ー12)に付載。
( 6 ) 黄文弼の言う明屋溝南区を参観。黄文弼『新彊考古発掘報告 (1957ー1958) J] 
(文物出版社、 1983年) pp.36-46参照。
( 7 ) 孔雀河東岸山上地点。山高50m。黄文弼、前掲書、 p.29には、鉄門関の遺杜に二ヶ
所あり、一つは孔雀河西岸平地(庫爾勅恰瑞溝供鋪合作社打石組の傍ら)にあり、も
う一つが同河東岸山上(打石組南約2.5km) に存在すると指摘される。
( 8 ) 黄文弼『塔里木盆地考古記J] (科学出版社、 1958年) p.9、付図 4輪章。自治区博
物館文物隊・輪台県文教局「輪台県文物調査J ([j'新彊文物J]1991-2) pp.9ー11。唐
代の城壁と認められ、張平氏は、これを檎林守捉城祉に比定される。 r有関唐安西烏
塁州等地望考J ([j'新彊社会科学J]1990-2) pp.120-127o 
( 9 ) 黄文弼、前掲書、付図 5庫車では、徒格塘木と表記。自治区博物館文物隊・輪台
県文教局、前掲論文、 pp.12-13。
(10 ) 銅廠河の東西に分布するが、今回は河西遺牡(南北長さ 685m、東西170m) の78KZ
FM 1を参観。銅廠河西岸の仏教建築遺杜群の西端に墓葬を伴う仏塔があり、現在78KZ
FM 1に編号されている。新彊博物館・庫車県文管所「庫車昭恰董西大寺塔葬墓清理簡
報J ([j'新彊文物J]1987-1 ) p.12の図二78KZFM1の位置図参照。また黄文弼、 『新彊
考古発掘報告 (1957-1958) J]pp.71-93。黄文弼『塔里木盆地考古記J]pp.28-30。
(11 ) 第11"-' 14、16、21、23"-'25、30、31、38窟参観。第31窟については、買応逸「初










坪古紙道調査 兼述“済濁館"，“謂者館"之地望J [j'新彊文物J]1985年第1期、 pp.
17-19。また王嫡華氏は、 この遺祉を唐の済濁館に比定されている。 r“総路"考古新
収穫J [j'新彊文物J] 1991年第2期、 pp.21-41o
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